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～～～「芥川」はみんなの川です 「芥川」をきれいにしましょう ゴミを捨てないようにしましょう ～～～

～第15回クリーンアップ大作戦～
天然のアユが遡上する前に“大掃除”を実施します！
清掃活動後は、おいしいまかないつき！
みなさんの参加をお待ちしています。

令和２年 ３月７日（土）１０時～（小雨決行）

下の地図の①～

⑥の各地点

●６箇所のうち
ご都合のいい所
へお越し下さい
●④の解散場所
は津之江公園に
なります

※雨天中止の判
断は、当日、午
前7時に行いま
す。
情報は『芥川倶
楽部ブログ』
http://akutariv
.blog85.fc2.co
m/ に掲載しま
す。

集合場所

～令和２年度 事業のお知らせ～

今年度も芥川を中心に様々な活動を行ってい

きます。活動にぜひご参加ください。

～芥川でアユを見つけよう！ ボランティア大募集！！～

アユ

芥川講座 2月15日

～川と仲良く付き合うために～

4月～ 6月 アユの遡上調査

6月14日 あくあぴあふれあいフェスタ

7月 4日 ネットワーク総会

7月18日 お父さんのための魚とり講座

令和2年1月、大蔵司橋の上流右岸側に新しく遊
歩道が整備されました。これは、平成26年度から

続いている芥川かわまちづくりの一環であり、こ
の遊歩道の整備をもって今年度ついに芥川かわま
ちづくりが完了となりました。

芥川かわまちづくりでは、遊歩道の整備だけで

なく、魚みちの整備も行い、多くの魚を上流まで
遡上できるようにし、魚が生息できる範囲を拡大

しました。

当初は、魚みちの効果を確かめるために、土の
うで実験的に魚みちを試作し、最適な魚みちの形
状を模索し、議論を重ねました。

芥川かわまちづくり
大蔵司橋上流右岸側に遊歩道が完成

令和2年
1月完成

魚みちは川の流れによって土砂などが少しずつ
堆積するため、現在も定期的にメンテナンス作業

を行い、魚の通り道を確保しています。

遊歩道ができたことにより、芥川に生息する生

き物や魚みちを楽しみながら、摂津峡公園から桜
堤公園まで芥川沿いを連続して歩くことができま

す。

ぜひ皆さんも一度遊歩道を歩いて、芥川の良さ
を発見してみてください。

芥川にアユが棲んでいることを皆さん知っていますか？芥川大橋上流の堰に魚みちがあって、淀川から
芥川の上流に向かって体長5cmくらいのかわいいアユが元気に上っています。昨年はなんと約5,300匹も

のアユが芥川を上っているんですよ。今年もどれだけのアユが上るのか、アユを数える調査に参加しませ
んか？お気軽に皆さんの参加をお待ちしています。

調査期間：4月下旬～6月末
９：００～１５：００

調査場所：芥川大橋上流の堰の魚みち
（高槻市芝生町2丁目地先）

調査方法：ボランティア調査員2名で魚みちを
通過する魚を目視でカウント

応募条件：ボランティア保険に加入
（費用：主催者負担）

問合せ ：茨木土木事務所 地域支援・防災G
（TEL:072-627-1121）

筑波大学の白川直樹准
教授と国立研究開発法人

土木研究所自然共生研究
センターの坂本貴啓専門
研究員をお招きし講座を

開催しました。参加者は
30人でした。白川さん

（右写真）のお題は「良
い川の流量とは」です。

川の水は誰のものかと問いかけます。適度な流量の
変動を川に残そうとする「環境流量」という考え方の

中で、良い川とは、一つは「目的を達成する川」、例
えば鮭の数を増やせるような川が良い川。もう一つは
「自然に近い川」。自然に流量が増える時は増やし、

減る時は減らす。出来るだけ自然の多様性や変動性を
保持するのが良い、という考え方です。芥川では、ア

ユをシンボルに多様な生き物のすむ川が目標なので、
両方の良い川を目指していると言えそうです。

坂本さん（下写真）は、各地の市民による川づくり

活動を評価するため、全国109水系の河川を歩き、定
量化（Σ活動人数＊時間）。その経験をもとに「市民

主導の川づくりの価値」と題し、地域の特色ある川づ
くりについて紹介いただきました。ちなみに芥川の活

動量は2,366で全国195団体の中で断然上位でした。

また、どこの団体にも
「会員の高齢化」や「毎年

の活動の疲れ」等の課題が
あり、その対策として「世
代別会員枠制」を導入し世

代交代を進めるなど、工夫
を凝らした川づくりの事例

についても紹介いただきま
した。

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、
「第15回淀川・芥川クリーン
アップ大作戦」は、中止とな
りました。



皆様のご協力をいただき、ついに魚みちと
遊歩道を整備することができました。これに

より芥川に生息する生き物や植物を楽しみな
がら、摂津峡公園から桜堤公園まで芥川沿い
を連続して歩くことができるようになりまし

た。

今後、整備箇所を活用したイベントの実施
など、多くの方が芥川に親しめるような企画

を市民協働で考えていきますので、ぜひご参
加いただき、新たな高槻の魅力を発見してい

ただければと思います。

～～かわまちづくり事業には、行政、河川管理者、市民団体が一緒になって取り組んできました～～

芥川の川づくりは、平成18年に芥川倶楽部、
高槻市、大阪府が作成した「芥川創生基本構

想」に、川づくりの考え方、魚みちの取組が明
記されており、これまで、魚みちの実験的設置
（JR橋梁下流、桜堤公園など）やアユの遡上調

査、生物調査、環境学習などさまざまな活動を
行ってきました。

今回の「かわまちづくり」では、「芥川創生

基本構想」の流れを受け継ぎ、魚みちの設置は、
基本構想の目標である摂津峡までを対象とし、

市民、高槻市、大阪府、学識経験者が連携して
設計から施工まで取り組むことが出来ました。

平成31年に設置した魚みちは「こわざ魚道」
と呼ばれるもので、全国的にも施工例が少なく、

専門家や市民と協働で試行錯誤しながら

工事を行いました。石を設置する際は水を締め
切って実施しますが、いざ水を流すと思う方向

に水が流れず、石の配置や大きさに苦慮するな
ど、やり直すこともありました。今は、苦労の
甲斐あって、たくさんの魚の遡上が確認され、

嬉しい限りです。

遊歩道の設置にあたっては、近隣の方々とも
話をしながら、関係者一丸となって工事を完成

させることができました。今回の工事により、
芥川沿いの遊歩道が桜堤公園から摂津峡公園ま

でつながることになりました。

これらの施設は設置すれば終わりでなく、そ

の機能を維持し、活用していくことが重要であ
り、末永く魚みちや遊歩道が、芥川のシンボル

となるよう、引き続き、市民・高槻市と連携し
て、川づくりを進めていきたいと考えています。

この度の遊歩道整備で連続区間が延伸したのは
大変うれしいことです。近年、健康志向もあって、

芥川沿いをジョギングやウォーキングする人が増
えていますから、愛好家には喜ばれていることだ
と思います。道の連続性に加えて、安全に歩ける

ことが条件だと思います。そして、四季の芥川や
周囲の自然の移ろいを楽しめることも魅力です。

淀川から摂津峡までのルートを考えると、まだ

数か所自動車道路を横断するとか橋の下をくぐれ
ない箇所もあります。理想を言えば、途中座って

水辺をゆっくり眺められるベンチも欲しい、夏の
日差しを遮る並木が欲しい箇所もあります。子ど
ものころには桜堤公園付近で毎年ゲンジボタルの

乱舞が楽しめたことを思う時、今後は“遊歩道の
質”を向上させていきたいですね。

「芥川かわまちづくり」では、平成26年から令和元
年にかけて門前橋から塚脇橋の区間を対象に、河川整

備を行いました。

「芥川頭首工」 「清福寺落差工」 「下井出堰」

「川島井堰」 「田刈用水井堰」には魚みちを設置、門
前橋から大蔵司橋の左岸側、大蔵司橋から水管橋の右

岸側には遊歩道を整備しました。

遊歩道の整備により、市民のみなさんには芥川をよ
り身近に感じ豊かな自然に触れあっていただくことが

でき、新たに設置された魚みちによって魚をはじめと
する生き物が自由に行き来できるようになり、多様な
生態系を育んでいきます。

高槻市 都市創造部 下水河川企画課 NPO法人 芥川倶楽部大阪府 茨木土木事務所


